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【結果・考察】 [Al(NH3)n]+ (n=1–5)および[Al(NH3)n･Ar]+ (n=1–3)の赤外光解離スペクトルを図
1 に示す．[Al(NH3)･Ar]+の実測スペクトルでは 3255,3340,3465 および 3585cm-1にバンドが観
測された．このうち 3465,3585cm-1のバンドは[Al(H2O)･Ar]+のバンド1)と波数がよく一致して
いるため，不純物である[Al(H2O)･Ar]+によるものと帰属した．n=1 クラスターの構造最適化




































によると，1IIは 1Iより 24kcal mol-1不安定で
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